
(57)【要約】

【課題】永久磁石式回転子の機械的強度を高める。

【解決手段】外周部に突極部２３を有し突極部２３に磁

石挿入孔２４が設けられたロータヨーク２０と、磁石挿

入孔２４に挿入された永久磁石片４０と、ロータヨーク

２０の端面に沿って配置され磁石挿入孔２４を閉塞する

端面板３０Ａ，３０Ｂと、を備えた永久磁石式回転子に

おいて、端面板３０Ａ，３０Ｂは外周部にロータヨーク

２０の軸線方向に突出する複数の係止爪３４を備え、こ

の係止爪３４が突極部２３の段差部２６に係止されてい

る。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 周 部 に 突 極 部 を 有 し 該 突 極 部 に 磁 石 挿 入 孔 が 設 け ら れ た ロ ー タ 鉄 心 と 、 前 記 磁 石 挿 入 孔
に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 と 、 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 前 記 磁 石 挿 入 孔 を 閉
塞 す る 端 面 板 と 、 を 備 え た 永 久 磁 石 式 回 転 子 に お い て 、
前 記 端 面 板 は 外 周 部 に 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 軸 線 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 係 止 爪 を 備 え 、 こ の 係
止 爪 が 前 記 突 極 部 の 外 周 面 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 永 久 磁 石 式 回 転 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 突 極 部 の 外 周 面 の 端 部 に 段 差 部 が 設 け ら れ 、 こ の 段 差 部 に 前 記 係 止 爪 が 係 止 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 永 久 磁 石 式 回 転 子 。
【 請 求 項 ３ 】
外 周 部 に 突 極 部 を 有 し 該 突 極 部 に 磁 石 挿 入 孔 が 設 け ら れ た ロ ー タ 鉄 心 と 、 前 記 磁 石 挿 入 孔
に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 と 、 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 前 記 磁 石 挿 入 孔 を 閉
塞 す る 端 面 板 と 、 を 備 え た 永 久 磁 石 式 回 転 子 に お い て 、
前 記 端 面 板 は 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 軸 線 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 係 止 爪 を 備 え 、 こ の 係 止 爪 が 前
記 磁 石 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 の 外 周 面 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 永 久 磁
石 式 回 転 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ロ ー タ 鉄 心 に 永 久 磁 石 を 埋 め 込 ん だ 永 久 磁 石 式 回 転 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 動 機 や 発 電 機 等 の 回 転 電 機 に 使 用 さ れ る 回 転 子 と し て 、 ロ ー タ 鉄 心 に 永 久 磁 石 を 埋 め 込
ん だ 永 久 磁 石 式 回 転 子 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 従 来 の
永 久 磁 石 式 回 転 子 は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 珪 素 鋼 板 を 多 数 積 層 し て な る ロ ー タ 鉄 心
９ ０ の 外 周 部 に 多 数 の 突 極 部 ９ １ を 設 け 、 各 突 極 部 ９ １ に ロ ー タ 鉄 心 ９ ０ の 軸 線 方 向 に 貫
通 す る 磁 石 挿 入 孔 ９ ２ を 設 け 、 各 磁 石 挿 入 孔 ９ ２ に 永 久 磁 石 片 ９ ３ を 挿 入 配 置 し て 構 成 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 突 極 部 ９ １ に お い て 磁 石 挿 入 孔 ９ ２ の 周 方 向 外 側 に 位 置 す る 部 分 （ 以
下 、 保 持 部 と い う ） ９ ４ の 幅 寸 法 ｔ は 、 回 転 子 中 の 漏 れ 磁 束 を 減 少 さ せ る 等 の た め 、 狭 く
す る の が 好 ま し い と さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ８ ４ ６ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － ２ ６ ９ １ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ９ ３ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の 保 持 部 ９ ４ は 、 永 久 磁 石 式 回 転 子 が 回 転 し た と き に 遠 心 力 に よ る 応 力
が 集 中 す る 部 分 で あ り 、 保 持 部 ９ ４ の 幅 寸 法 ｔ を 余 り 小 さ く す る と 機 械 的 強 度 が 低 下 し て
し ま う 。 か と い っ て 、 機 械 的 強 度 を 優 先 し て 保 持 部 ９ ４ の 幅 寸 法 ｔ を 大 き く す る と 、 永 久
磁 石 片 ９ ３ の 磁 束 が 短 絡 し 、 ま た 、 磁 石 発 熱 が 大 き く な っ て 不 利 に な る 。
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 磁 気 特 性 に 優 れ 、 発 熱 を 抑 制 で き 、 且 つ 十 分 な 機 械 的 強 度 を 備 え た
永 久 磁 石 式 回 転 子 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 外 周 部 に 突 極 部 （ 例 え ば 、 後 述 す る
実 施 の 形 態 に お け る 突 極 部 ２ ３ ） を 有 し 該 突 極 部 に 磁 石 挿 入 孔 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の
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形 態 に お け る 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ ） が 設 け ら れ た ロ ー タ 鉄 心 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に
お け る ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ ） と 、 前 記 磁 石 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 （ 例 え ば 、 後 述 す
る 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 極 片 ４ ０ ） と 、 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 前 記
磁 石 挿 入 孔 を 閉 塞 す る 端 面 板 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０
Ｂ ） と 、 を 備 え た 永 久 磁 石 式 回 転 子 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回
転 子 １ ） に お い て 、 前 記 端 面 板 は 外 周 部 に 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 軸 線 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 係
止 爪 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 係 止 爪 ３ ４ ） を 備 え 、 こ の 係 止 爪 が 前 記 突 極
部 の 外 周 面 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て ロ ー タ 鉄 心 お よ び 永 久 磁 石 片 に 径 方 向 外
側 へ 引 っ 張 る 力 が 作 用 し た と き に 、 端 面 板 の 係 止 爪 が こ の 力 に 抗 す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 遠 心 力 に よ る 応 力 の 一 部 を 端 面 板 の 係 止 爪 で 受 け る こ と が で き る の で 、 磁 石 挿 入 孔
に 隣 接 す る 保 持 部 に お け る 応 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 保 持 部 の 幅 寸 法 を 小 さ く す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 突 極 部 の 外 周 面 の 端 部 に 段
差 部 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 段 差 部 ２ ６ ） が 設 け ら れ 、 こ の 段 差 部 に 前 記
係 止 爪 が 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 端 面 板 の 係 止 爪 が 突 極 部 の 外 周 面 か ら 出 っ 張 る こ と が な
い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 外 周 部 に 突 極 部 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 突 極 部 ２
３ ） を 有 し 該 突 極 部 に 磁 石 挿 入 孔 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 磁 石 挿 入 孔 ２ ４
） が 設 け ら れ た ロ ー タ 鉄 心 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ ） と
、 前 記 磁 石 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁
極 片 ４ ０ ） と 、 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 前 記 磁 石 挿 入 孔 を 閉 塞 す る 端 面 板
（ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ ） と 、 を 備 え た 永 久 磁 石 式
回 転 子 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 １ ） に お い て 、 前 記 端 面
板 は 前 記 ロ ー タ 鉄 心 の 軸 線 方 向 に 突 出 す る 複 数 の 係 止 爪 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に
お け る 係 止 爪 ３ ５ ） を 備 え 、 こ の 係 止 爪 が 前 記 磁 石 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 永 久 磁 石 片 の 外 周
面 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 遠 心 力 に よ っ て 永 久 磁 石 片 に 径 方 向 外 側 へ 引 っ 張 る 力 が
作 用 し た と き に 、 端 面 板 の 係 止 爪 が こ の 力 に 抗 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 遠 心 力 に よ
る 応 力 の 一 部 を 端 面 板 の 係 止 爪 で 受 け る こ と が で き る の で 、 磁 石 挿 入 孔 に 隣 接 す る 保 持 部
に お け る 応 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 保 持 部 の 幅 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に 係 る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 実 施 の 形 態 を 図 １ か ら 図 ６ の 図 面 を 参 照 し て 説
明 す る 。
図 １ お よ び 図 ２ は 、 電 動 機 や 発 電 機 等 の 回 転 電 機 に 使 用 可 能 な 本 発 明 に 係 る 永 久 磁 石 式 回
転 子 （ 以 下 、 回 転 子 と 略 す ） １ の 平 面 図 と 分 解 斜 視 図 で あ る 。
回 転 子 １ は 、 ロ ー タ １ ０ と 、 ロ ー タ ヨ ー ク （ ロ ー タ 鉄 心 ） ２ ０ と 、 一 対 の 端 面 板 ３ ０ Ａ ，
３ ０ Ｂ と 、 多 数 の 永 久 磁 極 片 ４ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ロ ー タ １ ０ は 中 空 ド ラ ム 状 を な し 鋳 造 ま た は 鍛 造 に よ り 一 体 に 成 形 さ れ て お り 、 円 筒 状 の
ロ ー タ の 外 周 面 １ １ と 一 端 面 １ ２ の 境 界 部 分 と な る 角 に は ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ を 圧 入 す る 際
の ガ イ ド 用 に 面 取 り １ ２ ａ が 形 成 さ れ 、 一 方 、 ロ ー タ の 外 周 面 １ １ と 他 端 面 １ ３ の 境 界 部
分 と な る 角 に は 、 端 面 板 ３ ０ Ａ を 、 他 端 面 １ ３ か ら 外 方 に 延 出 し て 設 け ら れ る 延 出 部 １ ３
ａ に 突 き 当 て る た め の 逃 げ 溝 １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ロ ー タ の 外 周 面 １ １ に は 周 方 向 で
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等 間 隔 に 三 本 の 溝 １ ４ が 軸 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ は 全 く 同 じ も の で あ る が 、 軸 線 方 向 に 沿 う 取 付 方 向 を 互 い に 逆 に さ
れ て い る 。 こ こ で は 端 面 板 ３ ０ Ａ に つ い て 説 明 し 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ の 説 明 は 省 略 す る 。 端 面
板 ３ ０ Ａ は 円 環 状 を な し 、 板 部 ３ １ の 中 央 に 形 成 さ れ た 孔 ３ ２ の 内 径 は 圧 入 す る 為 に ロ ー
タ １ ０ の 外 周 面 １ １ の 外 径 よ り 若 干 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 板 部 ３ １ の 内 周 側 端 部
に は 三 つ の 突 起 ３ ３ が 径 方 向 内 向 き に 設 け ら れ 、 外 周 側 端 部 に は 周 方 向 所 定 間 隔 お き に 多
数 の 係 止 爪 ３ ４ が 厚 さ 方 向 に 直 角 に 起 立 し て 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 係 止 爪 ３ ４ は 端
面 板 ３ ０ Ａ の 軸 線 方 向 に 沿 っ て 突 出 し て い る 。 尚 、 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 材 質 は 例 え ば
、 非 磁 性 体 で あ る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ は 、 同 一 形 状 、 同 一 寸 法 の 電 磁 鋼 板 ２ ８ を 多 数 積 層 し て 構 成 さ れ た も の
で あ り 円 環 状 を な し て い る 。 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 中 央 に は 、 ロ ー タ １ ０ が 挿 入 さ れ る 貫 通
孔 ２ １ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 内 周 面 に は 周 方 向 等 間 隔 に 三 つ の 突 起 ２ ２ が 設 け ら れ て い
る 。
ま た 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ は そ の 外 周 部 に 多 数 の 突 極 部 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 各 突 極 部 ２
３ の 基 部 側 に は 永 久 磁 石 片 ４ ０ が 挿 入 さ れ る 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 突 極 部 ２ ３ に お い て 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ の 周 方 向 外 側 に 位 置 す る 部 分 （ 以
下 、 保 持 部 と い う ） ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ は 、 永 久 磁 極 片 ４ ０ の 磁 束 の 短 絡 を 抑 制 す る た め 、 お
よ び 発 熱 を 抑 制 す る た め に 、 極 め て 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の
各 突 極 部 ２ ３ の 外 周 端 の 周 方 向 両 端 部 に は 、 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ４ と ほ ぼ 同
じ 幅 寸 法 で 係 止 爪 ３ ４ の 厚 み と ほ ぼ 同 じ 深 さ 寸 法 に 形 成 さ れ た 段 差 部 ２ ６ ， ２ ６ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 回 転 子 １ は 例 え ば 次 の よ う に し て 組 み 立 て ら れ る 。
ま ず 、 端 面 板 ３ ０ Ａ を ロ ー タ １ ０ の 一 端 面 １ ２ 側 か ら ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ に 圧 入 し て
嵌 め 込 む 。 そ の 際 、 端 面 板 ３ ０ Ａ の 突 起 ３ ３ を ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ の 溝 １ ４ に 係 合 さ
せ な が ら 圧 入 す る 。
次 に 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ を ロ ー タ １ ０ の 一 端 面 １ ２ 側 か ら ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ に 圧 入
し て 嵌 め 込 む 。 そ の 際 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 起 ２ ２ を ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ の 溝 １ ４
に 係 合 さ せ な が ら 圧 入 す る 。 こ の よ う に 突 起 ３ ３ ， ２ ２ を 溝 １ ４ に 係 合 さ せ な が ら 圧 入 す
る こ と で 、 端 面 板 ３ ０ Ａ の 突 起 ３ ３ と ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 起 ２ ２ が 一 致 す る よ う に 配 置
さ れ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 端 面 板 ３ ０ Ａ の 各 係 止 爪 ３ ４ は ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 極 部 ２ ３
の 段 差 部 ２ ６ に 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 係 止 爪 ３ ４ は 突 極 部 ２ ３ の 外 周 面 に 係 止 さ れ る こ
と と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
続 い て 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 各 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ に そ れ ぞ れ 永 久 磁 極 片 ４ ０ を 一 つ ず つ 挿 入
し 、 そ の 後 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ を ロ ー タ １ ０ の 一 端 面 １ ２ 側 か ら ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ に 圧
入 し て 嵌 め 込 む 。 そ の 際 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ の 突 起 ３ ３ を ロ ー タ １ ０ の 外 周 面 １ １ の 溝 １ ４ に
係 合 さ せ な が ら 圧 入 す る 。 従 っ て 、 端 面 板 ３ ０ Ａ と 同 様 に 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ の 突 起 ３ ３ と ロ
ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 起 ２ ２ が 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ の 各 係 止 爪 ３ ４ は ロ
ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 極 部 ２ ３ の 段 差 部 ２ ６ に 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 端 面 板 ３ ０ Ｂ の 係
止 爪 ３ ４ も 突 極 部 ２ ３ の 外 周 面 に 係 止 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 の よ う に 組 み 立 て る こ と に よ り 、 ロ ー タ １ ０ と 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ と 永 久 磁 極 片 ４ ０
と 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ が 一 体 化 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う な 回 転 子 １ が 完 成 す る 。 こ の よ う
に 組 み 立 て ら れ た 回 転 子 で は 、 各 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ の 両 端 開 口 が 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ に よ
っ て 塞 が れ 、 永 久 磁 極 片 ４ ０ が ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ か ら 離 脱 す る の が 阻 止 さ れ る 。 な お 、 係
止 爪 ３ ４ は ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 軸 線 方 向 両 端 近 傍 に 配 置 さ れ た 複 数 枚 の 電 磁 鋼 板 ２ ８ の 段
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差 部 ２ ６ に だ け 係 止 し て お り 、 軸 線 方 向 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 電 磁 鋼 板 ２ ８ の 段 差 部 ２
６ に は 係 止 し て い な い 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 電 磁 鋼 板 ２ ３ ａ は 複 数 種 用 意 す
る 必 要 が な く １ 種 類 で 済 ま せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 回 転 子 １ に お い て は 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 起 ２ ２ お よ び 端 面 板 ３
０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 突 起 ３ ３ が ロ ー タ １ ０ の 溝 １ ４ に 係 合 し て お り 、 さ ら に 、 端 面 板 ３ ０ Ａ ，
３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ４ が ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 外 周 に 形 成 さ れ た 段 差 部 ２ ６ に 係 止 し て い る の
で 、 ロ ー タ １ ０ と ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ と 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ は 周 方 向 に 互 い に ず れ る こ と
が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ４ が ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 外 周 に 形 成 さ れ た 段 差 部
２ ６ に 係 止 し て い る の で 、 回 転 子 １ が 回 転 し た 時 の 遠 心 力 に よ っ て ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突
極 部 ２ ３ お よ び 永 久 磁 石 片 ４ ０ に 径 方 向 外 側 へ 引 っ 張 る 力 が 作 用 し た と き に 、 端 面 板 ３ ０
Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ４ と ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 保 持 部 ２ ５ が こ の 力 に 対 抗 し 、 保 持 部 ２ ５
の 破 損 を 阻 止 す る 。 つ ま り 、 遠 心 力 に よ る 応 力 の 一 部 を 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３
４ が 受 け る よ う に な る の で 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 保 持 部 ２ ５ に お け る 応 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。 そ の 結 果 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ を 小 さ く す る こ と が で き る 。
な お 、 係 止 爪 ３ ４ は 段 差 部 ２ ６ に 係 止 し て い る の で 、 係 止 爪 ３ ４ の 外 面 と 突 極 部 ２ ３ の 外
周 面 が 面 一 に な り 、 回 転 電 機 の ス テ ー タ と ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ と の 隙 間 を 広 げ な い で 済 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
し た が っ て 、 こ の 回 転 子 １ に お い て は 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ を 小 さ く し て も 回 転 子 １ の
機 械 的 強 度 を 十 分 に 高 く す る こ と が で き る 。 換 言 す る と 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ を 大 き く
す る こ と な く 回 転 子 １ の 機 械 的 強 度 を 高 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法
を 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 永 久 磁 極 片 ４ ０ の 磁 束 の 短 絡 を 抑 制 す る こ と が で き 、 発
熱 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 極 部 ２ ３ に 段 差 部 ２ ６ を 設 け 、 端 面 板 ３
０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ４ を 段 差 部 ２ ６ に 係 止 す る よ う に し て い る が 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 板 部 ３ １ の 所 定 部 位 に 切 り 込 み を 入 れ て 、 こ の 切 り 込 み に 囲 ま
れ た 部 分 を 軸 線 方 向 に 突 出 さ せ て 係 止 爪 ３ ５ と し 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０
の 各 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ の 両 端 部 に 径 方 向 外 側 へ 膨 出 す る 爪 挿 入 孔 ２ ７ を 磁 石 挿 入 孔 ２ ４ に 連
続 し て 設 け 、 係 止 爪 ３ ５ を 永 久 磁 極 片 ４ ０ の 外 周 面 の 両 端 部 に 係 止 さ せ る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に す る と 、 回 転 子 １ が 回 転 し た 時 の 遠 心 力 に よ っ て 永 久 磁 石 片 ４ ０ に 径 方 向 外 側
へ 引 っ 張 る 力 が 作 用 し た と き に 、 端 面 板 ３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ の 係 止 爪 ３ ５ が こ の 力 に 対 抗 し て
永 久 磁 極 片 ４ ０ が 径 方 向 外 側 に 移 動 す る の を 阻 止 す る 。 そ の 結 果 、 永 久 磁 極 片 ４ ０ を 径 方
向 外 側 に 引 っ 張 る 力 は ロ ー タ ヨ ー ク ２ ０ の 突 極 部 ２ ３ に 作 用 し な く な り 、 保 持 部 ２ ５ に お
け る 遠 心 力 に よ る 応 力 を 低 減 す る こ と が で き る の で 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ を 小 さ く す る
こ と が で き る 。
し た が っ て 、 こ の よ う に 構 成 し て も 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 ｔ を 大 き く す る こ と な く 回 転 子
１ の 機 械 的 強 度 を 高 く す る こ と が で き 、 ま た 、 保 持 部 ２ ５ の 幅 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で
き る の で 、 永 久 磁 極 片 ４ ０ の 磁 束 の 短 絡 を 抑 制 す る こ と が で き 、 発 熱 を 抑 制 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 す る よ う に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 遠 心 力 に よ る 応 力 の 一 部 を 端 面 板 の
係 止 爪 で 受 け る こ と が で き る の で 、 磁 石 挿 入 孔 に 隣 接 す る 保 持 部 の 応 力 を 低 減 す る こ と が
で き 、 保 持 部 の 幅 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 記 保 持 部 の 幅 寸 法 を 大
き く す る こ と な く 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 機 械 的 強 度 を 十 分 に 高 く す る こ と が で き 、 ま た 、 保
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持 部 の 幅 寸 法 を 小 さ く し て 、 永 久 磁 極 片 の 磁 束 の 短 絡 を 抑 制 す る こ と が で き 、 発 熱 を 抑 制
す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え て 、 端 面 板 の 係 止 爪 が 突 極 部 の 外 周
面 か ら 出 っ 張 る こ と が な い の で 、 ロ ー タ 鉄 心 と ス テ ー タ と の 隙 間 を 広 げ ず に 済 む と い う 効
果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 遠 心 力 に よ る 応 力 の 一 部 を 端 面 板 の 係 止 爪 で 受 け る こ と が
で き る の で 、 磁 石 挿 入 孔 に 隣 接 す る 保 持 部 の 応 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 保 持 部 の 幅 寸 法
を 小 さ く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 記 保 持 部 の 幅 寸 法 を 大 き く す る こ と な く 永 久
磁 石 式 回 転 子 の 機 械 的 強 度 を 十 分 に 高 く す る こ と が で き 、 ま た 、 保 持 部 の 幅 寸 法 を 小 さ く
し て 、 永 久 磁 極 片 の 磁 束 の 短 絡 を 抑 制 す る こ と が で き 、 発 熱 を 抑 制 す る こ と が で き る と い
う 優 れ た 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 要 部 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 に 使 用 さ れ る 端 面 板 の 要
部 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 永 久 磁 石 式 回 転 子 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 永 久 磁 石 式 回 転 子
２ ０ 　 ロ ー タ ヨ ー ク （ ロ ー タ 鉄 心 ）
２ ３ 　 突 極 部
２ ４ 　 磁 石 挿 入 孔
２ ６ 　 段 差 部
３ ０ Ａ ， ３ ０ Ｂ 　 端 面 板
３ ４ ， ３ ５ 　 係 止 爪
４ ０ 　 永 久 磁 極 片
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